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植物由来・生分解性キレート剤を用いた
岩石溶解・CO2地中貯留・鉱物固定技術

脱炭素化の切り札CCSを安全・安心・効率的に

地球温暖化の原因物質である大気中CO2の削減に向けて、近年、
CO2と反応して炭酸塩鉱物を形成するカルシウム等の金属元素に富む
玄武岩やかんらん岩などの苦鉄質岩や超苦鉄質岩を用いたCO2地中
貯留が世界的に注目されている。しかし、CO2地中貯留の地下環境は
通常、低温で反応性に乏しいうえ、地下の孔隙の量や連結性あるいは
浸透性も十分に大きいとは限らない。これらの課題を解決する技術が必
要である。またCO2を水に溶かしこんで貯留する方式では、海水の使用
が望まれるが、海水中の金属イオンとCO2の反応をCO2の貯留が完了
するまで一時的に抑制する技術も必要である。
本発明は，鉱物の溶解を促進し、金属イオンを捕捉する植物由来・

生分解性キレート剤を利用してCO2地中貯留と鉱物固定を促進するも
のである。本発明により，地下の岩石層の鉱物を溶解して孔隙を形成
し、孔隙の量と連結性（CO2貯留空間）を増大させるとともに浸透性
（CO2の圧入性）を改善することができる。また，キレート剤を含む海
水にCO2を溶け込ませて貯留すれば、孔隙を形成しながら、CO2と同時
に炭酸塩鉱物の形成に必要な金属イオンも貯留するとができる。

概要

 水素の地中貯留
 天然水素資源の開発

東北大学技術紹介
CO2地中貯留・鉱物固定促進技術のコンセプト
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